
 

 

☆春のフェミ祭り開催します 
 フェミ祭りは WWの交流の場です。フェミを使ったことがなくても、もちろ

ん参加できます。ランチをとりながら楽しいひと時を過ごしましょう！！ 

  ♀日時：  5月 13日（日）11：00～13：30 

  ♀場所： 東海ジェンダー研究所 ６階（金山 ダイエー北） 

  ♀会費：  1000円+500フェミ 
    

☆例会開催：  

ＩＬＯに提訴した原告が語る日本の男女賃金差別 

♀日時：  6月 3日（日）13：30～ 

♀場所： 東海ジェンダー研究所 ６階（金山 ダイエー北） 

♀参加費：無料  
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(報告)   

沢田研二さん、ありがとう！ 

「さようなら原発１千万人署名」 

２９９筆！集まる！ 

 

 沢田研二さん主演、音楽劇“お嬢さん お

手上げだ”は、東京・大阪・名古屋の３ヶ所

で公演され、それぞれの会場で“さようなら

原発１千万人署名”が取り組まれた。沢田研

二さんはこの署名の賛同人でもあり、フクシ

マを歌った反原発ソングを自ら作詞し、歌い、

ＣＤも発売している。４月１７日からの名古屋

公演会場（ウインクあいち）で、ＷＷは東海

ネット（ＷＷも参加）のお仲間３名の方ととも

に、署名活動に取り組んだ。ＷＷからは６名

が参加し、総勢９名でローテーションを組み、

４回すべての公演で、各回４名までという参

加条件の最大値で取り組むことができた。 

 成果は 3 日間通して 299 筆と、署名用紙

入りの封筒約 250 部も受け取っていただけ

た。 

開演前の３０分と、休憩の１５分、終演後

のすべてで署名集めＯＫとのことで、長丁場

の取り組みであったが、主催者側の計らい

で、観劇を許され、暇どころか、開演後に場

内に走り、幕が下りだした途端に、ロビーの

長机に向かって走り、トレードマーク入りのＴ

シャツに着替えるという役者の早替り並み

の忙しさであった。ロビーでの声かけも、初

日は胸ドキドキの引き気味であったが、通し

で参加した岡田は、徐々に慣れて、まっすぐ

に来場者を捉えて「沢田研二さんも賛同され

ています、さよなら原発１千万人署名です。

ご協力をお願いします」と、明瞭に声を出せ

るようになった。なかには「原発は分からな

いから」と、尻込みされる方もいたが、こうし

た場でこそ脱原発を訴える必要を感じる。こ

の人たちに“脱原発の訴え”が普通の人の

普通の訴えであると感じてもらえたら、大成

功である。そのためには、威風堂々と、人数

も１人２人ではさみしい。３名、４名で取り組

めたことは心強かった。 

ジュリーこと沢田研二の威力は健在であ

った！！ｃｏｂａの曲によるアコーディオンと

チェロとパーカッションの生演奏がムードを

盛り上げた“観劇”も良かったー！ 

４月１６日現在の１千万人署名集約数 ６

３０万筆 を越えました。あと一息、いや二息

か。集まって欲しい！１０００万！がんばる

ぞー（岡田記） 
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例 会 

ワーキングウーマンの今年の活動軸のひとつ 

「同一価値労働・同一賃金実現のための活動」 

 

 

商社ウィメンズユニオンや全石油昭和シェル労働組合など三労組は０９年、男女

の賃金格差の是正を求めて ILOに提訴しました。これに対し、国際労働機関（ＩＬ

Ｏ）は昨年１１月、仕事の価値が同じなら男女同じ賃金とする「同一価値労働同一

賃金の原則」を定めた国際条約について、法律の規定が不十分だと日本政府に

対し勧告しました。 

全石油昭和シェル労働組合副委員長、男女差別裁判元原告・均等待遇アクション２１事

務局・日本女性差別撤廃条約NGOネットワーク世話人の柚木康子さんに ILO・CEDAWの

対応や近況を話していただきます。 

日 時  2012 年 6 月 3 日(日)  13:30～ 

場 所   東海ジェンダー研究所（金山ミズノビル６Ｆ） 

 

柚木康子さんのプロフィール 

全石油昭和シェル労働組合副委員長、男女差別裁判元原告 

均等待遇アクション２１事務局 

日本女性差別撤廃条約 NGOネットワーク世話人 

昭和シェル野崎裁判東京高裁判決、同現役裁判東京地裁判決、兼松事

件東京高裁判決が ILO100 号条約違反として 2009 年 7 月 ILO に申立。

昨年 11月の ILOの結論を活かすため取組中。 
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山本和子さんを偲んで 

 

● 訃報 

ご存知の方も多いと思うが、かつて鈴

鹿市の男女差別と闘った山本和子さんが

この３月に亡くなられた。享年８９。 

彼女は WWの会員でもあったので、おつ

れあいから、会の連絡先にお電話をいた

だいた。その日は山本さんが亡くなられ

てからすでに１週間が過ぎていて、葬儀

も終えておられたので、翌々日の３月２

０日、私は鈴鹿の山本さんのお宅に献花

にうかがい、おつれあいやご長女とお話

をすることができた。 それによると、

山本さんは骨折で入院しておられたが、

退院間近かに肺炎となり、本当に突然亡

くなられたということであった。 

● 出会い 

私が就職したのは、1975 年の国際女性

年だが、その年、私はある集会で一人ビ

ラを配る女性に出会った。それが、山本

和子さん。鈴鹿市の男女差別に憤り一人

で市を相手取り 1972年から裁判をしてい

た。その裁判支援を求めるビラを配って

いたのだった。少し前に、富田さんから、

「すごい女性がいるよ」と聞いていたの

で、すぐに彼女だとわかり、山本さんに

「是非、支援をしたい」と申し出たのだ

った。山本さんは、驚きそして大変喜ん

でくださった。以来、私は、山本さんの

裁判を支援することになった。 

● のめりこむ 

 山本さんは公務員で初めて市の昇格昇

給の男女差別は違法と、提訴した人であ

る。公務員であるのに、鈴鹿市は初任給

に男女差があり、職場結婚の女子職員に

対する定期昇給を停止し、男女別の昇任

昇格基準があったため、彼女が計算した

生涯賃金の男女差は 2367 万 9958 円、マ

ンション１戸分、となった。まだパソコ

ンもない時代、彼女は様々な資料を自分

で作り、それをもとに、配布ビラや裁判

資料の元を作った。それは、本当にきれ

いな字で几帳面にきちんと作られていて

私はいつも感心してながめていたもので

ある。 

就職したばかりの私には、山本さんの

怒りは我がことと同じだった。この勇気

ある人を是非支援したいと思ったのだが、

彼女の家で会議を持ち、あるときは泊め

ていただいたりするうち、山本さんから

学べることがたくさんあって幸せだなと

思うようになった。また、東京や大阪で

闘う女性たちからの支援を得るため、よ

く現地に出向いたが、その出会いも本当

に貴重であった。そんなわけで、私は、

山本裁判の支援にかなりのめりこんで行

った。そして、1980 年津地裁で山本さん

は勝利判決を得た。「原告の昇格を実施

しなかったことは地方公務員法第１３条

違反」と明快であった。しかし、1983年 

名古屋高裁では敗訴し、最高裁で闘う

ことになった。ここまできたら、最高裁

判決がほしいところだが、当時の力関係

では、最高裁で勝利判決を得るのは困難

と判断し、和解の道を選ぶことになった。 

1985 年、勝利的和解をし、１３年にわた

る裁判は終わった。この裁判の影響によ

り、鈴鹿市の昇格差別は大幅に是正され

た。 

● 大きな存在 

 久々にお会いした山本さんのおつれあ

いは、あの頃とほとんど変わっておられ

なかった。公判日、彼は、いつもひっそ

りと、しかもにこやかに傍聴し、集会に

参加しておられたが、その時と同じ柔ら

かな雰囲気そのままであった。ご長女の

話では、おつれあいは、裁判闘争中ずっ

と食事作りをされていたそうで、「母が本

当にうれしそうに『お父ちゃん、ありが
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と』って言うんですよ」と、なつかしそ

うに話された。 そんなご長女も、若い

頃、裁判に没頭する山本さんに反抗し批

判したことがあったそうで、その時、普

段やさしいおつれあいがひどく彼女をし

かったという話をされた。よく覚えてい

ないが「お母さんは大切なことをしてい

るんだ」というようなことだったとか。 

山本さんは、裁判の終わった年に定年

退職をされ、一時、大病を患われた時も

あったが、大変な読書家で内村鑑三全集

を読まれたり、相変わらずの几帳面な字

で投稿や手紙を書いておられた。後年は、

キリスト教の洗礼をうけられ、信仰の道

を歩んでおられた。別れ際、ご長女が「ま

だ、気持ちの整理がつきません。母は大

きな存在でしたから」とポツンと言われ

た。強い信念で働き、闘い、生き抜いた

山本和子さんは、私にとっても本当に大

きな存在であった。ご冥福を祈ります。

（O） 

 

 

 

■WW 本の推薦 

『バックラッシュの生贄――フェミニスト館長解雇事件』 

（三井マリ子・浅倉むつ子編、旬報社、1400円） 

 

女叩きの張本人は誰なのか？政治と行政がつるんで男女共同参画政策を後退させて

いく裏舞台が、三井さんの不屈の闘いでオモテに暴露された。豊中で起きたことは全国

でも起きている。三井さんの智恵と勇気に学びたい。 上野千鶴子（東京大学名誉教授） 

 

ジェンダーに関心を持っている人は、必読です。 知らないうちに、自分もバックラ

ッシュ勢力のお先棒を担がされたり、逆に標的にされるかもしれません。 バックラッ

シュ派は、日本会議や新しい歴史教科書や在特会など、名こそ違え、次々現れては行政

を脅します。執拗な恐喝、暴力……こういう勢力とは誰だって闘いたくない。バックラ

ッシュ派の攻撃によって、男女平等政策は後退する。  

そんな構図がまるでドラマを見ているように次々と展開していきます。すべて実名で

登場し、読みだしたらやめられない、とてもおもしろい本です。三井さんが毅然と戦っ

た 7年間の記録です。  正路怜子（働く女性の平等への挑戦・裁判基金） 

  

 この事件は、行政と対決する面や、バックラッシュの空気もあったので、初期から三

井さんの闘いにかかわらない選択をした人がいました。行政からの「仕事」が減るので

はと思ったようです。バックラッシュに加担してしまう生き方をするかどうかで見れば、

どこに自分が立つべきか、わかるものです。しかし、ジェンダーフリー、ジェンダー等

の言葉を使うことさえ自粛していく人たち。そういう中、三井さんの側に立つことを選

んだ人たちがいて、その闘いは結局「勝利」しました。 

この事件のことがわかる本です。関係者がすべて実名で書かれていることも大事な点

です。大逆事件に多くの知識人が沈黙したことを思い出します。戦争中に、非戦論を言

うことはなかなかできないものですが、幸徳秋水や堺利彦は声を出しました。  

伊田広行（「ユニオンぼちぼち」副委員長） 
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     日時：５月１３日（日）11：00～13：30 

      場所：東海ジェンダー研究所 ６Ｆ 

    参加費：１０００円+５００フェミ 

（フェミを使ってしまった方,借フェミできます） 

     ☆フェミで交換できる品をご持参ください。 

      本、アクセサリー、食品なんでもオッケーです。 
＊当日は会員坂喜代子さんにランチを作っていただきます。坂ファームで採れた無農薬野

菜をふんだんにつかったヘルシーでおいしい料理を食べながら、交流を図れたらと思っ

ています。 

＊価値観を共有している仲間たちと、情報交換ができる楽しい“場”です。初めての方のご

参加大歓迎です。その場で入会していただけます。 

＊当日 9：30より同会場で、「フェミ基礎英語」を開催します。興味のある方は参加ください 

 

＊参加申し込み方法：携帯電話→三輪克子 090-5610-7188 
               内藤菊江 090-2136-0613 
          e-mail→ｗｗｓ1986＠hotmail.com 

 

 

■5 月 5 日は全ての原発が止まる日 一緒に歩こう 

           （そのために大飯原発の再稼働はとめなくちゃ） 

…………………………………………………………… 

2012年 5月 5日、日本の全ての原発が運転を停止する見込みです。原発ゼロの日がいつま

でも続くよう、WWの皆様一緒に歩きましょう。 

■と き：2012年 5月 5日（土・こどもの日） 集合：am10：50 デモ出発： am11：15 

■ところ：名古屋市 「栄」バスターミナル前（中日ビル西側のバスターミナルです） 

 

詳細はこちら→ http://wp.me/s1E17Z-20120505  全体の集合は am11：00です。 

なお、４月２６日には、福井からの風船とばし風向き調査をしたグループらが「岐阜・愛知も福井の

原発の地元だ！再稼働はイヤだ！」として、大型貸切バスで関西電力本店に行き、要請を行う予

定です。 
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女の映画評 

 

『 マーガレット・サッチャー 

            鉄の女の涙 』 
―女性政治家の苦悩― 

                               

高野史枝 

 

● 人命濫費映画はイヤ 

今年は初っ端から大御所監督による戦

争映画の公開が続いている。チャン・ド

ンゴンとオダギリジョーの長距離友情物

語『マイウェイ 12000 キロの真実』

（2011／韓国／カン・ジェギュ）、少年と

ラッキー軍馬の愛情ストーリー『戦火の

馬』（2012／アメリカ／スティーブン・ス

ピルバーグ）の 2 本を観た。その感想は

「とにかく人が死に過ぎ！」。この年にな

ると、若者の命の濫費がコタエるのよ。

男性監督は、子どもが大人になるまでに

どれだけ手間と時間とお金がかかるかが

実感できないんでしょうね。戦闘シーン

で銃がパーンと火を吹けば、いとも簡単

に若者が死ぬ。女はその度ごとに、子ど

もをここまで大きくするのにかかった労

力（と費用）を思い、「ああ、なんてもっ

たいない…」と、ため息が出るのです。

もし戦争の廃止を本気で願うなら、世界

中の国の首脳をぜんぶ女性にしてしまえ

ばいいと心から思う。そりゃ会議はやた

ら長引いて問題解決に時間はかかるだろ

うけど、「息子や夫が死んじゃうかもし

れない」戦争に、女性首脳なら易々とは

踏み切ったりしないよ…という持論を展

開しようと思うとき、「ちょっと待て」と

登場するのがもとイギリス首相、マーガ

レット・サッチャーの名前。イギリスと

アルゼンチンのフォークランド紛争（戦

争）のとき「人命に代えてでも我が英国

領土を守らなければならない！」と吼え、

ビビる男性議員のお尻をたたいて軍を出

動させたツワモノだ。「女にだって戦争

強行派はいるだろ」。むむ、と困る私。ど

うも理解出来ずにいた彼女を、『マーガ

レット・サッチャー 鉄の女の涙』（2011

／イギリス／フィリダ・ロイド）として

女性監督と女性脚本家（アビ・モーガン）

が映画化してくれた。ありがとう、知り

たかったの。 

 

●あえて使った認知症 

夫は他界し、一人で余生を送る 86歳の

マーガレット・サッチャー（メリル・ス

トリープ）。認知症をわずらい、夫の死も

理解できず、現実と幻想があいまいにな

っていく彼女は、ふと過去を振り返る。

雑貨屋の娘として生まれ、父の影響を受

けて政治家を目指した二十代。青年デニ

スと結婚して子どもにも恵まれるが、政

治に意欲を燃やし続け、34 歳で保守党の

下院議員に当選。1975 年には保守党の党

首になり、4 年後の 54 歳でついに英国史

上初の女性首相になった。しかしそのこ

ろのイギリスには、疲弊した経済の立て

直し、労働組合との対峙、ＩＲＡのテロ

攻撃などの難題が山積みしていた。彼女

は全力でそれに立ち向かって行った・…。 

美人で能力があって性格は沈着冷静。

献身的に支えてくれる金持ちの夫がいて

男の子と女の子の双子に恵まれる。目指

した政治の世界では順調に出世、ついに

は首相という頂点にまで上り詰めた…監

督も脚本家も、こういう人を映画化する

のはなかなかホネだったろう。だってあ

まりにも出来すぎ、運も良すぎで、その

まま描いたら、まず反感買うだろうから。

そこで製作者たちがあえて使ったのが、

75 歳で発症したというサッチャーの認知

症だ。おぼつかない足取りで買い物に行

き、夫の遺品を見て途方にくれる…どん
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なに権勢を振るった人間であろうと年を

取るし、人生に後悔だってあるという解

釈の描写。それまで「なんか偉い人」と

だけしか思えなかったサッチャーに、そ

こで初めて人間的な親しみ、共感を覚え

るという仕組みになっている。うまい。 

 

●彼女の苦悩 

 映画だけではもうひとつマーガレッ

ト・サッチャーという人がわからず、彼

女自身が書いた自伝を読んでみた。『サ

ッチャー 私の半生 上・下巻』（1995／

日本経済新聞社）。上下あわせて 900頁近

くあるこの本を読み始めてすぐ泣きそう

になった。ひたすら政治に関する記述ば

かりで読むのがしんどい。砂漠のオアシ

スと楽しみにしていた結婚式から新婚旅

行までの記述はわずか 2ページだった！

そして読めば読むほど彼女の政治姿勢へ

の反感がムラムラとわいて困った。新自

由主義者（規制緩和、自由競争、国営企

業の民営化、国家や組合の役割削減）で

対外政策はコワモテ（力や威信で押し切

る・国防費の増額、核抑止力の維持）な

どいわゆる「サッチャリズム」で、それ

は彼女の思想なんだから仕方ないとして

も、驚くのは女性に関連する政策への無

関心（というより弾圧に近い）。若いころ

には育児費用（乳母や保育園代など）の

税控除に反対したし、学校でのミルクの

無償配給を廃止しようとして「ミルク泥

棒」などというあだ名を頂戴してる。そ

れまで無償だった医療サービスの有料化

も考えていた。不思議だよね。だって働

く母親だった自分にも必要な政策ばかり

でしょ？ 

そこでやっと気がついた。サッチャーは

意識的に「女のにおい」がする政策を無

視したのに違いない。そのころ女性議員

の数は 630数名の中の 1割どころか 10数

人。まして保守党のサッチャーがチラリ

とでも女性政策を出そうものなら、たぶ

ん党内では即座に「彼女は女向けの政治

しかできない」というレッテルを貼られ、

絶対に表舞台で使われることはなかった

はず。サッチャーが最初に入閣したとき

の理由は「彼女は美人だしフェミニスト

じゃないから」（と、男性議員が公然と言

ったらしい）。頭が良く上昇志向が人一倍

強烈な（サッチャー自伝の原題は『権力

への道』です！）彼女は「男以上に“男

らしく”振舞うことが出世の鍵」と見抜

き、組合を力でねじ伏せ、戦争を選択す

るなど「私は女性施策など関心はなく、

力の行使も平気だよ」と、男性社会への

デモンストレーションをやる必要があっ

たということではないだろうか。しかし

いつでも強硬派として振舞わなくてはな

らないというサッチャーにかかっていた

無意識の圧力、屈折、葛藤は相当なもの

だったに違いないし、ストレスもあった

はず。もしサッチャーが、女性議員が半

数を占めるような議会で活動していたら、

随分違った政治家になっていたと推測す

る。しかも私生活ではそのころの道徳に

縛られて「私は夫や子どもによき妻・母

だったろうか」なんてクヨクヨしてるし。

こっちもストレスだ。監督と脚本家は華

やかな政治家人生を送ったように見える

サッチャーの奥深い苦悩を理解し、同情

もしたのだと思う。女性が女性を描くよ

さのある映画に拍手パチパチ。本も何と

か読み終わってヤレヤレ。映画の中では

誰も死ななくてホッ。 
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＜投稿＞ 

映画『山川菊栄の思想と活動ーーまず

かく疑うことを習え』を見た。 

山上千恵子監督山川菊栄記念会（代表井上輝子）企画 

     

  三井  マリ子 

 

 タイトルは、山川菊栄が書いた短文「男

が決める女の問題」の中にあることばだ

という。当時、文部省の女子教育会議に、

女性はひとりもいなかった。それを、彼

女はこう怒る。「私たちはいかなる理由

によって、私たち自身の意思を無視して

審議し決定せられた彼らのいわゆる教育

的方針なるものに従って、生ける傀儡と

なって果つべき義務を認めねばならぬの

か」 そして、こう断じる。「私たちの姉

妹よ、まずかく疑うことを習え。かく疑

うことを知った時、そしてこの疑いをあ

くまで熱心に、あくまで執拗に追及する

ことを学んだ時、そこには私たち婦人の

救いの道が開かれることを・・・」 

 今、私は全国フェミニスト議員連盟の

人たちと、「女性議員がひとりもいない地

方議会は、地方自治にも民主主義にも背

く」として運動している。「女性ゼロ議

会」を歩いて回っているが、道は遠い。

山川菊栄のこの言葉は、21 世紀にもあて

はまる。 

 山川は、女性の働く権利を学ぶ場「赤

瀾会」結成に参加し、運動を続ける。し

かし、1900 年以来、治安維持法によって

女性は無権利となり、活動ができなくな

る。彼女は、翻訳業に転じる。私が 30代

のころ読んだべーベルの『婦人論』は、

山川が 30代のころ、彼女の手で翻訳され

た本だった。 

 1930 年代以降、軍国化、言論統制が強

まり、論文発表の場はなくなってしまう。

そんなとき、今度は、夫 山川均と藤沢

市に土地を借りて、うずら飼育をし、う

ずら卵を売って生計をたてる。 

 そして敗戦。社会党内閣が誕生し、労

働省が新設。山川菊栄は初代労働省婦人

少年局長となる。山川は、希望に燃え、

まず人事に着手。それが実にふるってい

る。 国の婦人少年局の政策を日本全土

に広めるため、各県に地方職員室を設置

することになった。しかし地方から上が

ってきたのは、男、男、男。 

 山川は、男性だけのリストを無視。そ

れだけでなく、女性主任を見つけ出すた

め、自分の足で全国を歩き回った。そし

たら、適任者は全国にいたのである。そ

して、「婦人少年局地方職員主任」をここ

とごとくすべて女性にした！ 21 世紀の

今さえ超えている。 

私の経験を話そう。2000 年、私は、全

国公募で豊中市の男女共同参画推進セン

ターすてっぷ館長に選ばれ、着任した。

その後、「ヌエック」で開かれた全国女性

関連施設の代表などの研修会に参加した。

受付で、「あなたは、あっちです」と言わ

れた。館長と職員の 2種類の札があって、

私は、館長のほうに歩いていったからだ

った。「私は館長です」と言ったら、恐縮

していた。しかし、ホールに入り、館長

という札のある場所に座ったのは、私を

除いてほぼ全員男性だった。受付の反応

は自然だったのだ。豊中市のすてっぷも、

今は男性を館長にすえた。 

 さて、映画に戻る。 リーフレットや

ポスター制作に工夫をこらした山川のこ

とを、元婦人少年局職員が証言する。「イ

ロハからわかりやすく書いてある・・・

折り方ひとつにしても関心をひくよう

に・・・」。山川がいかに、多くの国民に、

女性問題をわかってもらうために心血を

注いだかがわかる。 
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 しかし、数年後、山川は解雇される。

ある日、突然、人事院の管理職試験に「受

からなかったから辞めていただきます」

と言われ、局長職を追われた。山川の秘

書だった原田冴子さんは、こう証言する。 

「それを口実にしてお引き取り願った、

と。政策の変更で、切りたくなったので

しょうね、はっきり言えば。他の幹部に

してみれば、ホッとしたんじゃないかと

思いますけど。首に鈴をつけるつけ方が

大変巧妙だったなと、思ってます」 

 この場面で、「私とまったく同じだ」と

心の中で叫んだ。 

 館長をしていた私は、「すてっぷ体制

を強化するためだ」という名目で、突如、

やめさせられた。そして次期館長試験を

受験したところ、不合格とされ、完全に

豊中から放逐された。時代は違い、私は

提訴した。そして、最高裁で勝利した。 

変な試験に不合格だからと、「退職」さ

せられた山川は、どれだけ無念だったこ

とだろう。 

 この映画を見て、山川菊栄の闘いをさ

らに大きくしなければならない、と決意

を新たにした。社会主義思想家、女性解

放理論家として仰ぎ見ていた山川菊栄。

その彼女の、生活に苦労する働く女性の

側面を見せてくれた山上監督に心から感

謝する。 

三

三井マリ子（女性政策研究家） 
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４月８日 女性ユニオン名古屋セクハラ学習会が開催されました 

 

セクハラ被害者の心理と行動について 

―誤解されがちなセクハラ被害者のイメージを変えよう― 

 

鶴舞公園の桜も見頃となったこの日、井上摩耶子先生をお迎えして、待望の学習

会が開かれた。  「セクシャルハラスメント」「ドメステックバイオレンス」という

言葉がなかった時代から、職場・学校・家庭など、社会における女性の生きずらさ、

言葉にできないモヤモヤした圧迫感、漠然とした差別感は、女性であれば誰もが感

じていた事ではないだろうか。これらの事柄は、職場の花・職場の潤滑剤・夫から

妻へのしつけ・愛情表現のひとつ、などの言葉で言われてもいた。 

  井上先生はフェミニストカウンセリングのブレない立ち位置から「セクシャルハ

ラスメント」について、統計やジェンダーの視点を通して、男性だけでなく、女性

の中にさえ眠っている、目に見えない意識の壁を分かりやすく、一つ一つ解き明か

して行く。そのお話に、人々の心の中に巧妙に仕掛けられたカラクリの数々を目の

前に見せられた思いがした。 

  また、カウンセリングによる性暴力からの回復過程の話や、社会復帰の過程、セ

クハラ犯罪の壮絶な実例、セクハラ被害者の切ないまでの対処行動など、胸がつぶ

れる思いで聞いた。休憩タイムには、女性ユニオン委員長の坂さんお手製のおいし

いシフォンケーキをほうばりながら、終了時間まで質疑応答が続いた。 

 

セクシャルハラスメントは職場における「性暴力犯罪」です。働く権利を奪うだ

けでなく人権を侵害する「労働災害」です。女性ユニオン名古屋はセクハラによ

る精神疾患で退職を余儀なくされた被害者に労災を認めさせる活動を継続して

おこなっていきます。 

 

http://fightback.fem.jp/


 

 ワーキングウーマン 2011 年度会計報告とお知らせです 

2011年度会計報告

20011/3/31現在残高 2012/3/31

郵便局振替口座 ¥627,090 郵便局振替口座 ¥813,190
普通口座 ¥135,744 普通口座 ¥98,090
銀行口座 ¥63,918 銀行口座 ¥63,922

¥826,752 ¥975,202

2011年度
ＩＮ ＯＵＴ
会費・カンパ ¥346,100 会報発行 ¥76,360

愛知女性研究者の会より寄付 ¥200,000 例会開催費用 ¥209,992

年末パーティ会費 ¥67,500 キャリアバンキング ¥57,416

消耗品 ¥26,306

その他 ¥95,076

¥613,600 ¥465,150

＜特記事項＞

・会報は5月から」隔月で計6回発行

・キャリアバンキング　秋のフェミ祭を10月に開催　

・今年度もキャリアバンキング活性化のため、年末パーティ参加費を補助

・その他としては

　　北京jac会議参加費交通費補助、三井マリコ裁判応援交通費補助

　　議員質問状送付代金、職務評価DVD購入、脱原発世界大会賛同金およびカンパ

 

 

ワーキングウーマンの年会費 4000円を今年度から 2000円に値下げいたします。 

理由としては 

・毎年度の予算残と寄付により、振替口座残高が 800,000円を超えたため。 

・学生、若年層が入会しやすい会費にしたいと考えるため。 

・大きな集会を開く活動から、「働く女性のカフェ」のような少人数の集まりを回数開催する 

 活動にシフトしてきているため。 

次回会報送付時に振込用紙を添付しますので、よろしくお願いします。 
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資料室 
ご意見・資料コピー請求は下記（川澄）までどうぞ。 

tel､fax：052-681-6727 mail：nenn_ne@m5.dion.ne.jp  

 

VOICE OF WOMEN 

[日本女性学研究会]   No.329, 330 

･「発言する保護者ネットワーク from 大阪」

に参加しています！・・・大阪の教育、橋下

さん、維新の会の教育政策に疑問をもつ保

護者のネットワーク。約６０名で意見交換、

発言をしていく。 

・２月例会報告「女性センターという経験」・・

・センターの意義や現状、労働のあり方、そ

れらに対するとりくみなどを議論。 

センターをどんなふうに利用するのか、セン

ターが必要なのか、そこで働くものは志の

高さを低賃金で利用されているのではない

か、、、などなど。 

明日来 

[がっこうｺﾐｭﾆﾃｨﾕﾆｵﾝあいち（アスク）]  

  ２４巻１２号、 ２５巻１号 

・「権力」は旨い「レバ刺し」を食っているだ

ろう・・・１９９８〜２０１１で牛の生レバー中毒

１２８件、死者０。 ユッケは中毒２７件、死

者５名。これにより、「レバ刺し」まで禁止に

しようと厚労省。教員を含む労働者の過労

死は１４年間で５人では済まないし、身体・

精神的病になった労働者は１２８件ばかりで

はない。ユッケ・レバ刺しを売れば厳罰なの

に、過労死させた社長・経営者は罪になら

ない。まさに、ルールは強者のもの。 弱者

は闘うほかはない。 

・不思議ながっこう・・・私（岡崎勝さん）は高

学年を担任すると、教室の事務机の周囲に

赤いテープを貼って「これ以上、先生に近づ

かないように」！といっている。変だけどこう

すれば安心なのだ。・・・セクハラよばわりさ

れないように、女の子対策だそうだ。 

男女差別賃金をなくす連絡会ニュース 

    ２０１２年月１６日 

 

･学習会「原発なくても大丈夫」講師：歌川学

（産総研）・・・原発縮小でも、エネルギーの

需要と供給の多くの選択が可能、温暖化対

策と両立する手段がある。震災復興、失業

対策、脱貧困と脱格差社会なども諸課題と

も共通に取り組める選択がある。それらを

後押しする政策が必要。エネルギー選択は

、国民が決めていく課題。（政府の独立行政

法人の研究者がこういう研究しているのに・

・・政府は・・・：筆者） 

・日航乗務員不当解雇裁判・・・３月２９日パ

イロット、客室乗務員の「整理解雇は有効」

と判決がでる。整理解雇４条件について矛

盾にみちた会社側の主張をうのみにしたも

の。原告団は控訴を決める。 

NFC ふれあい通信 

[名古屋ふれあいユニオン] ＮＯ１４７，１４８ 

・フィジカル分会 偽装破産は許さない！

！ 

・・・会社が突然裁判所に破産申告し、従業

員を全員解雇。 資料をみれば、自作自演

の「破産」であることは明白。賃金も未払い

があり、ワガママな経営者に元従業員は途

端の苦しみ。 

・さよなら原発 in愛知、明日につなげる大集

会に参加ー原発再稼働に「原発ノー」の声を

上げる！ 

mailto:nenn_ne@m5.dion.ne.jp
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それゆけ女たち 

[ｾｸｼｭｱﾙﾊﾗｽﾒﾝﾄとたたかう労働組合ぱあぷる］ 

  ２１２，２１３ 

･２月ミーティング報告 就活と若者「就職と

は何か」「就活とブラック企業」（森岡孝二/

著）をよんで 

・とほほの役立たず日記 その１６・・・寒波

のなかにも春がきている。日は長くなり、夏

になれば夜の１０時２０分まで文庫本が読

める。ただし、花火は夏は明るすぎてダメ。

冬の風物詩なのだ。 

 

・ぱあぷる総会報告 

・ぱあぷるレポート ３．１１と憲法９条の集

会にいってきました・・・「とめよう改憲！お

おさかネットワーク」主催。雨宮処凛さんの

講演「３．１１後の格差と憲法」というトーク

セッション。管理教育のせいで「デモなんか

して迷惑かけちゃいけない」と若者は考え

る。成果主義、競争主義、能力主義の社会

で生き延びるには、自分を肯定しゆるく生

きること、そして人とつながること。 

女性ユニオン名古屋ニュースレター 

[女性ユニオン名古屋]  No．16 

･学習会「セクハラ被害者の心理と行動につ

いてー誤解されがちなセクハラ被害者のイ

メージを変えようー」井上摩耶子（ｳｲﾒﾝｽﾞｶｳ

ﾝｾﾘﾝｸﾞ京都代表）・・・セクハラの原因・背景

を理解するためのｼﾞｪﾝﾀﾞｰ視点、誤解される

被害者の心理と行動、被害者へのﾌｪﾐﾆｽﾄｶ

ｳﾝｾﾘﾝｸﾞの役割。セクハラは「性暴力犯罪」

で「労働災害」です。 

・女性ﾕﾆｵﾝのﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞが変わりました。・・

・お気に入りに追加してください。 

 

愛知別姓の会ニュース 

[あいち別姓の会]  No．125 

･別姓訴訟の動向・・・動きなし。「なぜ別姓

に強固に反対する国会議員が多いんだろう

？」「政治家には愛人のいる人が多いんで

抵抗するのでは？」 

・立法不作為を問う！民法改正を求める院

内集会・・・国際女性デーの３月８日参議院

議員会館１０１会議室にて、m ネット・民法

改正情報ﾈｯﾄﾜｰｸ主催。 民法改正をめぐる

国連の動き、別姓訴訟の解説、ｱｯﾋﾟｰﾙ採択

。 
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INFORMATION・情報・じょうほう  

 

 

【愛知淑徳大学ジェンダー女性学研究所】 

講座 

講師 

日時 

 

 

 

 

問合 

第 4期連続講座 「キャリア・労働とジェンダー」 

○福沢 恵子（昭和女子大学客員教授） 

６月１４日（木）13:30-15:00 長久手キャンパス 7号棟 741教室 

○伊田 広行（立命館大学大学院非常勤講師） 

６月２０日（水）11:10-12:40 長久手キャンパス 3号棟 325教室  

○竹信 三恵子さん（和光大学教授） 

６月２８日（木）15:10-16:40 星が丘キャンパス 1号館 15B教室  

◎要問い合わせ Tel: 0561-62-4111 内線 2498 Fax: 0561-63-9308  

E-Mail: igws@asu.aasa.ac.jp  

 

【つながれっとＮＡＧＯＹＡ】  

講演会 

講師 

 

        

ホット 

スペース 

 

 

 

日時 

 

      

講座 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「女性の仕事は後半からがおもしろい‐仕事、結婚、家族、老い。」  

坂東眞理子（昭和女子大学学長）  

６月１６日（土）１３：３０～１５：００  

交流ラウンジ  参加費 1,000円  共催 中部ダイバーシティ Net 託児 有り実費                           

第 1 回女性のための『ほっとスペース２０１２』 

～美容の力で元気になろう！ メーク＆マッサージでスキンケア～ 

東日本大震災の被災地より避難されている女性のみなさんに、 

一息ついて、ほっとしていただくためのスペースを開設します。 

○対 象 東日本大震災被災地より避難されている女性 

第１回 ５月１７日（木） ① 午前 10:00～12:00 ② 午後 13:30～15:30  

要申込：定員 ３０名（各回１５名）5/10 必着 名古屋市総務局男女平等参画推進室まで 

Tel：９７２－２２３４ または a2233@somu.city.nagoya.lg.jp              

平成２４年度実践講座  

＜１＞労働・社会保険の実務講座  

定員 40 名 受講料 6,500 円＋教材費 2,500円  

木曜日 ５／３１から全 13回 19:00 から 20:30  

講師：島田紀子、神谷さつき、鈴木久子、竹尾祥子                   

＜２＞からだづくり、わたしづくり―自分と向き合う時間を大切にするために  

対象 女性のみ 定員 15名 受講料 2,500円  

金曜日 6/29,7/20,8/10,8/31,9/24 全 5回 10：00 から 12：00  

講師：塚田恵（カウンセラー、元女性センター相談員）                 

＜３＞一人ひとりのキャリアアップをめざしてー今より、もう一歩を踏み出す！  

対象 女性のみ 定員 20名 受講料 2,000円（資料代含む）  

日曜日 7/8,15,22,29 全 4 回 10:00から 12:00  

講師：重原惇子（ICDSキャリア・コンサルタント、NPO法人参画プラネット常任理事） 

渋谷典子（桜花学園大学・愛知学泉大学講師、NPO法人参画プラネット代表理事）  

＜４＞人間関係を元気にするプレゼンテーション講座  

mailto:a2233@somu.city.nagoya.lg.jp
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問合 

定員 20 名 受講料 2,000 円(資料代を含む)  

９月８日、９日 10:00 から 12:00及び 13:00 から 15:00  

本間英彦(キャリア・コンサルタント／経営コンサルタント)  

つながれっとＮＡＧＯＹＡ TEL：052 (241) 0311, receipt-tsunagalet@sweet.ocn.ne.jp  

 

【名古屋市女性会館】 

講座 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問合 

『女性学』明日へのパスポート 

５月２２日から６月１９日まで 火曜日 午前 10時から正午まで 

女性・男性 30人(託児 20人) 受講料 1,500 円  

・５／２２(火)見方を変えればココロも軽く -本当は身近な社会的性別(ジェンダー)- 

講師 愛知教育大学 教授 山田 綾  

・５／２９(火)“見えない暴力”に気づこう -身近にある DV- 

講師 名古屋市男女平等参画推進室 主幹（相談） 景山 ゆみ子 

・６／５(火)メディア情報のウラ・オモテ -お料理番組と主婦- 

講師 東海学園大学 非常勤講師 山尾 美香 

・６月１２日(火)意外と知らない“自分らしさ” -世界が広がる新しい気づき- 

講師 金城学院大学 非常勤講師 杉本 美晴 

・６月１９日(火)パーソナルカラー診断でわかる私の魅力 -自信をもって明日への一歩- 

講師 カラースタイリスト 松井 香央梨 

名古屋市女性会館 Tel：052-331-5288 mail：a3315288@kyoiku.city.nagoya.lg.jp 
 
★脱原発関連行事 

4/29祝 
1:30 

伊 藤 千 尋 講演会 
＝世界が脱原発に向かう中で日本は？＝ 

ジャーナリスト（朝日新聞記者） 
＠名古屋市女性会館 

国民保護法制を考える会 
\ １０００円 
西英子（０５２）８０８－３２４１ 

4/29祝 
10:00 
14:00 

『ミツバチの羽音と地球の回転』上映会 
一回目 10:00～ 二回目 14:00～ 

＠日進市民会館小ホール 

世代の子どもたちの”いのち・くらし・エネルギー”を考える会 
\ 前売り 1000円 
e-mail: jisedaik@gmail.com 

5/12土 
13:30 
15:30 

 
「災害がれきの広域処理」   池田こみち氏                  
「内部被曝について考える」 矢ヶ崎克馬氏 

 
＠刈谷市産業振興センター 

いのちと未来を守る大集会実行委員会 
各講演７００円(当日 各講演９００円)  
城内志津  ０９０－３４５７－３６９９ 

sizuful-158@ezweb.ne.jp 
渡辺優子  ０９０－３９５９－４６９２ 

yuyuyu.wata@gmail.com 

5/26土 
13:30 

広 瀬 隆 講演会 
『第二のフクシマ』が起これば日本は滅亡！ 
私たちが生き残るために、何を第一にするべきか 

＠名古屋市中村文化小劇場 

国民保護法制を考える会 
￥１０００円 
 西英子（０５２）８０８ー３２４１ 

5/29火 
～ 
6/3日 

広河隆一チェルノブイリ写真展 
～26 年前何が起きたのか 何が続いているのか～

＠名古屋市市政資料館 3階 

チェルノブイリ 26 周年企画 in 名古屋実行委員会 
￥無料 
080-3076-5158（森崎） 

6/24日 
13:30 

☆原発とメディア ３．１１後の報道を問う☆
『週刊金曜日』発行人 北村 肇 講演会 

＠名古屋市女性会館 ホール 

北村肇講演会実行委員会 
参加費： １０００円 
連絡先： 西英子（０５２）８０８－３２４１ 

 

mailto:a3315288@kyoiku.city.nagoya.lg.jp

